






































































要約: 

成人病の発症が低年齢化の傾向を示している今日,生活習慣および食習慣形成期である幼

児の食事のあり方が問われている。そこで,幼児の望ましい食事のあり方を検討するため,

幼稚園児を対象に食物摂取状況調査,生活時間調査,呼気分析調査を実施した。 

食物摂取状況調査の結果,エネルギー等の栄養素摂取量は鉄を除き,ほぼ栄養所要量に近い

かそれ以上の値を示した。しかし,1 日当りのエネルギー摂取量にしめる朝食,昼食,夕食,

および間食の比率は朝食,昼食が低く,夕食,間食の比率が高い傾向を示した。この背景には

幼児の生活行動のうち,就寝時刻,睡眠時間,起床時刻,昼寝やけいこごと遊び方などの影響

が認められた。 

今後,生活時間調査結果から消費エネルギー量を算出し,摂取エネルギー量および呼気分析

結果等から幼児のエネルギーバランスを検討したい。 


